






Multicultural Education in yearly events for Early Childhood Education
Shinichiro HIDE
Abstract
　This paper is aim to promote multicultural experiences to Japanese infants. Japanese infants also have a 
lot of situations to meet people who have different cultural background. Globalization in Japan is coming 
to every single Japanese people. The best way to think about our future is to think what the globalization 
is for Japanese. Early experiences make children accept differences from other cultures. In this paper, it is 
very signiﬁcant to approach multicultural experiences from yearly events. Yearly events are very close to 
Japanese infants' lives. It is very easy to get multicultural ideas for Japanese infants from yearly events. 
Understanding different cultures helps prejudice reduction. Pleasure of differences leads to pleasure of 
knowing. Multicultural experiences help children to ﬁnd their own future.
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ス ト ラ リ ア　1977）http://yushu.or.jp/museum/
kikaku/kikaku2/0401.html
幼児教育における年中行事から見る多文化教育116
分と変わってきたと言える。代々と受け継ぐことに
よって、慣習や方法だけでなく日本人としての心を
も受け継いでいかなければならないと考える。
　日本における“お正月”の起源とは、“年神様”
を迎え入れる行事となっている。“年神様”とは亡
くなった先祖の霊であり、豊作物の神だと考えられ
ている。子孫に対して新しい年を与えるため、大晦
日の夜には山から降りてくる。“年神様”を神聖に
迎え入れることこそ、“お正月”の起源とされている。
　“お正月”における様々な飾りも“年神様”を迎
え入れるための飾りである。注連飾りとは年神様が
鎮まるところとし、家の中が神聖であることを示す
飾りである。門松には年神様の目印という意味があ
り、さらに一年の邪気や穢れを振り払う意味も含ま
れている。
　おせち料理は日本におけるお正月とは切り離せな
いものであろう。おせちとは、「御節区」の略であ
ることはあまり知られていない。料理の内容にも一
つ一つ意味があり、まめに暮らすことの願いから黒
豆、海老には長寿の願い、子孫繁栄の意味から数の
子が入っている。
　鏡餅も日本のお正月における風物詩となってい
る。餅は三種の神器のひとつである鏡と象っており、
人の心を映す神様である鏡を二つ重ねることで、さ
らに縁起を担いでいるとされている。
　これらの受け継がれていくべき伝統を現在の子ど
も達に伝えるためにも、今一度幼児教育現場におけ
る“お正月”という年中行事を見直すべきである。
さらに、上述したように他の文化における違いを知
ることで、自身の持つ文化に対する心が育まれてい
くと考える。
　この活動において設定されるねらいとしては、１．
時間の流れだけではない“お正月”を意識する。２．
多文化におけるお正月を経験することで、“違い”
を尊重する心を養う。３．様々な料理や遊びを経験
し、お正月ならではの活動を楽しむ。
　活動として、実際に自分達が経験した“日本の正
月”をイメージし、お互いに発表しあう。そうする
ことで、お互いの持つお正月のイメージの共通点や、
違いを認識することができ、日本のお正月でも違い
があることを知ることができる。さらに、日本にお
けるお正月の起源や習慣に対する意味をわかりやす
く説明する。ここで“お正月”とは神聖なる行事と
いうことが理解でき、それぞれの子どもが持つお正
月のイメージがさらに膨らむと予想される。
　次に、お正月特有の“遊び”を出し合い、実際に
遊ぶ。現在の日本では、昔からの伝承遊びが失われ
つつある。そんな中、子ども達がどのような遊びを
お正月にするか、ということを確認すると共に、失
われつつある伝承遊びを知らない子ども達に伝承遊
びの楽しさを伝える機会であろう。
　お正月の伝承遊びとして子ども達に伝えたいもの
としては、羽根つき・凧揚げ・独楽回し・福笑い・
双六・歌留多などがあげられる。どれを取ってみて
も、一人では遊ぶことができないものであり、伝承
遊びを継承しつつ子ども間における楽しみを作り出
す関わりが持てるように援助することが大切となる。
　発展として、世界各国のお正月を紹介する。今ま
で慣れ親しんでいたはずの日本のお正月において
も、知らなかったことや初めての経験で驚きを感じ
てきたことが予想される。そこで違いや驚きを許容
し、認める力をさらに育むためにも、違う文化にお
けるお正月が活動に含まれることとなる。文化に
よって違う“お正月”に対するイメージ・慣習・料
理を経験することで、違いを知ることへの楽しさへ
とつながると考える。
　各国のお正月
　中国
　 旧正月と言って、２月が正月となる。お正月（春節）
は、都市部では７日間、その他では15日間ほどあ
る。街中で獅子が踊り、爆竹を鳴らすというよう
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に、賑やかなものとなる。日本のおせち料理に代
わるものが年夜飯と呼ばれる特別料理である。少
なくとも８品を作り、それより品数を増やす時は
偶数が好まれる。魚・鶏肉・豚肉の料理、もち米
と８種類の木の実で作る八宝飯、白菜・高菜など
縁起の良いことばが入る年菜などがある。魚料理
は、家族がバラバラにならないよう願い、尾頭付
きである。表側を食べた後、ひっくり返すことな
く骨を取ってから食べるのが決まりとなっている。
　メキシコ
　 大晦日は特別に、豚肉とコーンにスパイスで味を
調えた「ポソレ」という辛いスープを作る。正月
は新しい服に着替え、家族で抱き合うのが慣習と
なっている。昔は鉄砲を撃つ慣習が、いまでは規
制があることから爆竹を鳴らす。
　台湾
　 台湾の正月は２月である。日本と同じように、子
ども達はお年玉を受け取る。初日は家族で過ごし、
二日目からは嫁ぎ先から実家に帰ってお祝いをす
る。お正月はビーフンを作る。
　フィリピン
　 正月にはココナッツ風味の餅を作る。鍋に餅を入
れると最初は沈むが、煮ているうちに上がってく
る。これは新年早々縁起が良いとされている。水
玉がお金に似ていることから、洋服は水玉模様を
着る。また、水玉も大きいものが好まれる。
　ペルー
　 気分を一新するために、大みそかには古い洋服で
作った人形を燃やすのが習わし。深夜から新年の
朝まで、サルサやメレンゲに合わせて踊る人もい
る。2日から普段通りの生活が始まる。
　ドミニカ共和国
　 大みそかは外国に仕事に行っている人も実家に帰
る、豚・七面鳥を料理して食べる。新年を迎える
と、ラジオからはメレンゲ音楽が流れ、賑やかと
なる。
　オーストラリア
　 日本のように特別な行事はなく、夜中まで起きて
いたり、家族でパーティーをするくらい。季節が
夏ということもあり、庭でのバーベキューが主流
となる。
　韓国
　 「マンドゥク」と呼ばれる正月料理がある。キム
チを細かく刻み、豚肉や牛肉、豆腐・もやしなど
を混ぜて作ったギョーザをスープで煮込む料理も
ある。テレビでは正月特番が放映され、「ユンノリ」
と呼ばれるすごろくに似たゲームをする。
　インドネシア
　 新年は1週間ほどの休みを取るが、特別なことは
行わない。12月26日に断食明けとなるので、27日
から2日間が盛大な断食のお祭りとなる。鯛を油
で揚げ、香辛料で風味を付けた料理を食べる
　アメリカ
　 1月1日になると花火や爆竹を鳴らす。ニューヨー
クのカウントダウンが有名で、時差のあることか
らも、新年を迎えるたびにニューヨークでのカウ
ントダウンが放映される。4大スポーツの一つで
あるアメリカンフットボールの全米大学チャンピ
オンシップがあり、多くの人はそのゲームに興じ
る。翌2日からは普段の生活が始まる。
　タイ
　 4月に旧正月を祝う。この時に行われる水かけ祭
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りは、国中で盛り上がる行事である。お寺に料理
をお供えした後、皆で幸福の水を掛け合う。
５．おわりに
　幼児教育期にいる子ども達にとって、年中行事と
は単なる成長過程における“ある地点”や“区切り
の時期”ではない。さらに言うならば、子どもの成
長を区切るということは出来ない。今この瞬間があ
るからこそ、次に繋がる。その一瞬一瞬を大切に考
え、今後の成長発達に繋げるためにも、年中行事を
より意味のあるものにしていかなくてはならない。
　多文化教育とは、単なる新しい知識を得る場では
ない。多文化教育から得た“違いを認めること”“違
いを楽しむこと”こそ、文化だけではなく人に対す
る尊重と認めに繋がっていく。固定観念や偏見を確
立する前の段階に、このような経験をすることで今
後の人生における違いに対して受け入れる力を培っ
ていくと考える。幼児教育における多文化教育の経
験が、成長した時の知る喜びに大きな力となるであ
ろう。
　このような取り組みは、多文化教育という一見子
ども達には馴染みのない様なアプローチを、年中行
事という生活に深い関わりをもつ点から取り組んで
いくことに特徴がある。慣れ親しんだ中にある全く
新しい視点は、大きな違いを受け入れることをさら
に容易にさせるであろう。慣れ親しんだ者の中から
発見する新たな世界こそ、子ども達の心に自然と
入っていきながらも、大きな印象を残すと考える。
多文化教育という新しい世界のもつ力こそ、大きな
可能性をもつ子ども達にとってさらなる方向性を与
えるのではないだろうか。
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